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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　拡張された物理ハイブリッド自動再送要求（ＨＡＲＱ）インジケータチャネル（Ｅ－Ｐ
ＨＩＣＨ）用のリソースを割り当てる方法において、
　基地局が、前記Ｅ－ＰＨＩＣＨによって使用するために拡張された物理ダウンリンク制
御チャネル（Ｅ－ＰＤＣＣＨ）のサブセットを割り当てるステップであって、前記Ｅ－Ｐ
ＤＣＣＨは拡張されたリソース要素グループ（ｅＲＥＧ）および拡張された制御チャネル
要素（ｅＣＣＥ）の少なくとも１つによって定義され、各ｅＣＣＥは複数のｅＲＥＧをグ
ループ化することによって形成され、各ｅＲＥＧは少なくとも１つのリソース要素（ＲＥ
）を含んでいる、割り当てるステップと、
　前記基地局が、前記Ｅ－ＰＨＩＣＨ用のリソースとして使用するＥ－ＰＤＣＣＨ物理リ
ソースブロック（ＰＲＢ）ペアのサブセットを選択することによって、サブフレームにお
いて、複数のＥ－ＰＤＣＣＨ　ＰＲＢペアを前記Ｅ－ＰＨＩＣＨ用に使用する前記リソー
スとして割り当てるステップと
　を備えることを特徴とする方法。
【請求項２】
　前記基地局が、前記ｅＣＣＥの数の表示を無線送信／受信ユニット（ＷＴＲＵ）にブロ
ードキャストするステップ
　をさらに備えることを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項３】
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　前記基地局が、複数のサブフレームのそれぞれにおいて、前記ｅＣＣＥの前記数を示す
ステップ
　をさらに備えることを特徴とする請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　前記基地局が、上位レイヤのシグナリングを介して前記ｅＣＣＥを構成するステップ
　をさらに備えることを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記基地局が、繰り返し係数に従って、前記Ｅ－ＰＨＩＣＨを介してＨＡＲＱ肯定応答
（ＡＣＫ）／否定応答（ＮＡＣＫ）情報ビットを送信するステップ
　をさらに備えることを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　Ｅ－ＰＨＩＣＨあたり２つのＡＣＫ／ＮＡＣＫ情報ビットが送信されることを特徴とす
る請求項５に記載の方法。
【請求項７】
　前記Ｅ－ＰＨＩＣＨは、局所化されたまたは分散されたリソースブロック（ＲＢ）を含
むことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　拡張された物理ハイブリッド自動再送要求（ＨＡＲＱ）インジケータチャネル（Ｅ－Ｐ
ＨＩＣＨ）を受信するように構成された受信機であって、拡張された物理ダウンリンク制
御チャネル（Ｅ－ＰＤＣＣＨ）のサブセットは前記Ｅ－ＰＨＩＣＨによって使用するため
に割り当てられ、前記Ｅ－ＰＤＣＣＨは拡張されたリソース要素グループ（ｅＲＥＧ）お
よび拡張された制御チャネル要素（ｅＣＣＥ）の少なくとも１つによって定義され、各ｅ
ＣＣＥは複数のｅＲＥＧをグループ化することによって形成され、各ｅＲＥＧは少なくと
も１つのリソース要素（ＲＥ）を含んでおり、サブフレームにおいて、複数の拡張された
物理ダウンリンク制御チャネル（Ｅ－ＰＤＣＣＨ）物理リソースブロック（ＰＲＢ）ペア
が前記Ｅ－ＰＨＩＣＨ用のリソースとして割り当てられる、受信機と、
　前記Ｅ－ＰＤＣＣＨ　ＰＲＢペアのサブセットを選択して、前記Ｅ－ＰＨＩＣＨ用の前
記リソースとして使用するよう構成されたプロセッサと
　を備えたことを特徴とする無線送信／受信ユニット（ＷＴＲＵ）。
【請求項９】
　前記Ｅ－ＰＨＩＣＨは、局所化されたまたは分散されたリソースブロック（ＲＢ）を含
むことを特徴とする請求項８に記載のＷＴＲＵ。
【請求項１０】
　前記プロセッサは、Ｅ－ＰＨＩＣＨ領域を決定するようにさらに構成されたことを特徴
とする請求項８に記載のＷＴＲＵ。
【請求項１１】
　前記Ｅ－ＰＨＩＣＨが局在化されたＲＢを含むとき、開始リソースブロック（ＲＢ）位
置および各々のＥ－ＰＨＩＣＨ送信に割当てられたＲＢの数が示されることを特徴とする
請求項１０に記載のＷＴＲＵ。
【請求項１２】
　前記Ｅ－ＰＨＩＣＨが分散されたＲＢを含むとき、リソースブロックグループ（ＲＧＢ
）のリソースブロック（ＲＢ）を示しているビットマップが示されることを特徴とする請
求項１０に記載のＷＴＲＵ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、拡張された物理ハイブリッド自動再送要求インジケータチャネル用のリソー
スを割り当てるための方法および装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
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　ロングタームエボリューション（ＬＴＥ）システムのアップリンクは、２つのモードの
ハイブリッド自動再送要求（ＨＡＲＱ）動作、すなわち適応ＨＡＲＱおよび非適応ＨＡＲ
Ｑをサポートする。非適応ＨＡＲＱの場合、再送信要求は、否定応答（ＮＡＣＫ）信号の
送信を通じて物理ＨＡＲＱインジケータチャネル（ＰＨＩＣＨ）上で送信される。適応Ｈ
ＡＲＱの場合、適応ＨＡＲＱは前の送信に従っておよびシステムにおける他のユーザのリ
ソーススケジューリングに応じて、ＰＨＩＣＨ上で肯定応答（ＡＣＫ）信号を送信するこ
とによって起動され、再送信のフォーマットと周波数位置の両方が、ＰＨＩＣＨに優先し
て物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）によって信号で伝えられる。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　本発明では、拡張された物理ハイブリッド自動再送要求インジケータチャネル用のリソ
ースを割り当てるための改善された方法および装置を提供する。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　拡張された物理ハイブリッド自動再送要求（ＨＡＲＱ）チャネル（Ｅ－ＰＨＩＣＨ）用
のリソースを割り当てるための方法および装置が記載される。拡張された物理ダウンリン
ク制御チャネル（Ｅ－ＰＤＣＣＨ）のサブセットが、Ｅ－ＰＨＩＣＨによって使用される
ように割り当てられる。Ｅ－ＰＤＣＣＨは、拡張されたリソース要素グループ（ｅＲＥＧ
）および拡張された制御チャネル要素（ｅＣＣＥ）の少なくとも１つによって定義される
。各ｅＣＣＥは、複数のｅＲＥＧをグループ化することによって形成される。各ｅＲＥＧ
は、少なくとも１つのリソース要素（ＲＥ）を含む。あるいは、ｅＲＥＧのサブセットが
、Ｅ－ＰＨＩＣＨリソースとして割り当てられる。Ｅ－ＰＤＣＣＨ物理リソースブロック
（ＰＲＢ）のペアが、Ｅ－ＰＨＩＣＨ用のリソースとして選択される。ｅＣＣＥの数のイ
ンジケーション（ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎ）が、無線送信／受信ユニット（ＷＴＲＵ）にブ
ロードキャスト（ｂｒｏａｄｃａｓｔ）される。
【図面の簡単な説明】
【０００５】
　例として添付の図面と併せて行われる次の説明から、より詳細な理解が得られる。
【図１Ａ】１つまたは複数の開示される実施形態が実装される例示的通信システムを示す
図である。
【図１Ｂ】図１Ａに示される通信システム内で使用される例示的無線送信／受信ユニット
（ＷＴＲＵ）を示す図である。
【図１Ｃ】図１Ａに示される通信システム内で使用される例示的無線アクセスネットワー
クおよび例示的コアネットワークを示す図である。
【図２】物理セル識別子（ＰＣＩ）により、物理制御フォーマットインジケータチャネル
（ＰＣＦＩＣＨ）および物理ハイブリッド自動再送要求（ＨＡＲＱ）インジケータチャネ
ル（ＰＨＩＣＨ）のリソース要素グループ（ＲＥＧ）の割当てを示す図である。
【図３】系列インデックス（ｓｅｑｕｅｎｃｅ　ｉｎｄｅｘ）および拡散率により直交系
列を示す図である。
【図４】繰り返し係数（ｒｅｐｅｔｉｔｉｏｎ　ｆａｃｔｏｒ）が３のＨＡＲＱインジケ
ータ（ＨＩ）符号語を示す図である。
【図５】繰り返し係数が４のＨＩ符号語を示す図である。
【図６】発展型ＰＨＩＣＨ（Ｅ－ＰＨＩＣＨ）信号の構成を示す図である。
【図７】発展型ＰＨＩＣＨ（Ｅ－ＰＨＩＣＨ）信号の構成を示す図である。
【図８Ａ】Ｅ－ＰＨＩＣＨ用の局所化されたリソースブロック割当てを示す図である。
【図８Ｂ】Ｅ－ＰＨＩＣＨ用の分散されたリソースブロック割当てを示す図である。
【図９】Ｅ－ＰＤＣＣＨに対してオフセットを用いたＥ－ＰＨＩＣＨ用の暗黙的リソース
ブロック割当てを示す図である。
【図１０】２つの異なる参照シンボル構成のＥ－ＰＨＩＣＨリソースマッピングを示す図
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である。
【図１１】単一リソースブロック（ＲＢ）内のＥ－ＰＨＩＣＨ送信用の利用可能なＲＥＧ
を示す図である。
【図１２】インターリービングおよび巡回シフトを用いたＲＥＧマッピングの例を示す図
である。
【発明を実施するための形態】
【０００６】
　図１Ａは、１つまたは複数の開示される実施形態が実装される例示的通信システム１０
０を示す。通信システム１００は、音声、データ、ビデオ、メッセージング、ブロードキ
ャストなどのコンテンツを、複数の無線ユーザに提供する多元接続システムである。通信
システム１００は、無線帯域幅を含む、システムリソースの共有を通じて、複数の無線ユ
ーザがこのようなコンテンツにアクセスできるようにする。例えば、通信システム１００
は、符号分割多元接続（ＣＤＭＡ）、時間分割多元接続（ＴＤＭＡ）、周波数分割多元接
続（ＦＤＭＡ）、直交ＦＤＭＡ（ＯＦＤＭＡ）、シングルキャリアＦＤＭＡ（ＳＣ－ＦＤ
ＭＡ）など、１つまたは複数のチャネルアクセス方法を使用する。
【０００７】
　図１Ａに示すように、通信システム１００は、無線送信／受信ユニット（ＷＴＲＵ）１
０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃ、１０２ｄ、無線アクセスネットワーク（ＲＡＮ）１０４、
コアネットワーク１０６、公衆交換電話網（ＰＳＴＮ）１０８、インターネット１１０、
および他のネットワーク１１２を含むが、開示する実施形態は、任意の数のＷＴＲＵ、基
地局、ネットワーク、および／またはネットワーク要素を企図することは理解されるであ
ろう。ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃ、１０２ｄのそれぞれは、無線環境で動作
するおよび／または通信するように構成された任意のタイプのデバイスである。一例とし
て、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃ、１０２ｄは、無線信号を送信および／また
は受信するように構成され、ユーザ機器（ＵＥ）、移動局、固定もしくは移動加入者ユニ
ット、ページャ、携帯電話、携帯情報端末（ＰＤＡ）、スマートフォン、ラップトップ、
ネットブック、パーソナルコンピュータ、無線センサ、家庭用電子機器などを含む。
【０００８】
　通信システム１００はまた、基地局１１４ａおよび基地局１１４ｂを含む。基地局１１
４ａ、１１４ｂのそれぞれは、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃ、１０２ｄの少な
くとも１つと無線で接続して、コアネットワーク１０６、インターネット１１０、および
／または他のネットワーク１１２のような、１つまたは複数の通信網へのアクセスを容易
にするように構成された任意のタイプのデバイスである。一例として、基地局１１４ａ、
１１４ｂは、無線基地局（ＢＴＳ）、ノードＢ、発展型ノードＢ（ｅＮＢ）、ホームノー
ドＢ（ＨＮＢ）、ホームｅＮＢ（ＨｅＮＢ）、サイトコントローラ（ｓｉｔｅ　ｃｏｎｔ
ｒｏｌｌｅｒ）、アクセスポイント（ＡＰ）、無線ルータなどである。基地局１１４ａ、
１１４ｂはそれぞれ単一要素として示されるが、基地局１１４ａ、１１４ｂは、任意の数
の相互に接続された基地局および／またはネットワーク要素を含むことは理解されるであ
ろう。
【０００９】
　基地局１１４ａは、ＲＡＮ１０４の一部であり、基地局コントローラ（ＢＳＣ）、無線
ネットワークコントローラ（ＲＮＣ）、リレーノードなど、他の基地局および／またはネ
ットワーク要素（図示せず）も含む。基地局１１４ａおよび／または基地局１１４ｂは、
セル（図示せず）と呼ばれる特定の地理的領域内の無線信号を送信および／または受信す
るように構成される。セルは、セルセクタにさらに分割される。例えば、基地局１１４ａ
と関連するセルは、３つのセクタに分割される。したがって、１つの実施形態では、基地
局１１４ａは３つのトランシーバ、すなわちセルの各セクタに１つのトランシーバを含む
。別の実施形態では、基地局１１４ａは、多入力多出力（ＭＩＭＯ）技術を使用し、した
がって、セルの各セクタに複数のトランシーバを利用する。
【００１０】
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　基地局１１４ａ、１１４ｂは、エアインタフェース１１６上でＷＴＲＵ１０２ａ、１０
２ｂ、１０２ｃ、１０２ｄの１つまたは複数と通信し、エアインタフェースは、任意の適
切な無線通信リンク（例えば、無線周波数（ＲＦ）、マイクロ波、赤外線（ＩＲ）、紫外
線（ＵＶ）、可視光線など）である。エアインタフェース１１６は、任意の適切な無線ア
クセス技術（ＲＡＴ）を使用して確立される。
【００１１】
　より詳細には、上記のように、通信システム１００は、多元接続システムであり、ＣＤ
ＭＡ、ＴＤＭＡ、ＦＤＭＡ、ＯＦＤＭＡ、ＳＣ－ＦＤＭＡなどのような、１つまたは複数
のチャネルアクセス方式を使用する。例えば、ＲＡＮ１０４中の基地局１１４ａおよびＷ
ＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃは、広帯域ＣＤＭＡ（ＷＣＤＭＡ（登録商標））を
使用してエアインタフェース１１６を確立するユニバーサル移動体通信システム（ＵＭＴ
Ｓ）地上無線アクセス（ＵＴＲＡ）などの無線技術を実装する。ＷＣＤＭＡは、高速パケ
ットアクセス（ＨＳＰＡ）および／または発展型ＨＳＰＡ（ＨＳＰＡ＋）などの通信プロ
トコルを含む。ＨＳＰＡは、高速ダウンリンクパケットアクセス（Ｈｉｇｈ－Ｓｐｅｅｄ
　Ｄｏｗｎｌｉｎｋ　Ｐａｃｋｅｔ　Ａｃｃｅｓｓ、ＨＳＤＰＡ）および／または高速ア
ップリンクパケットアクセス（Ｈｉｇｈ－Ｓｐｅｅｄ　Ｕｐｌｉｎｋ　Ｐａｃｋｅｔ　Ａ
ｃｃｅｓｓ、ＨＳＵＰＡ）を含む。
【００１２】
　別の実施形態では、基地局１１４ａおよびＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃは、
発展型ＵＴＲＡ（Ｅ－ＵＴＲＡ）などの無線技術を実装し、ロングタームエボリューショ
ン（ＬＴＥ）および／またはＬＴＥアドバンスト（ＬＴＥ－Ａ）を使用してエアインタフ
ェース１１６を確立する。
【００１３】
　別の実施形態では、基地局１１４ａおよびＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃは、
ＩＥＥＥ８０２．１６（すなわち、マイクロ波アクセスのための世界規模の相互運用（ｗ
ｏｒｌｄｗｉｄｅ　Ｉｎｔｅｒｏｐｅｒａｂｉｌｉｔｙ　ｆｏｒ　ｍｉｃｒｏｗａｖｅ　
ａｃｃｅｓｓ（ＷｉＭＡＸ）)、ＣＤＭＡ２０００、ＣＤＭＡ２０００　１Ｘ、ＣＤＭＡ
２０００進化データ最適化（ＥＶ－ＤＯ）、暫定基準２０００（ＩＳ－２０００）、暫定
基準９５（ＩＳ－９５）、暫定基準８５６（ＩＳ－８５６）、移動体通信のための世界的
システム（ＧＳＭ（登録商標））、ＧＳＭ展開用高速データレート（ＥＤＧＥ）、ＧＳＭ
／ＥＤＧＥ　ＲＡＮ（ＧＥＲＡＮ）などの無線技術を実装する。
【００１４】
　図１Ａの基地局１１４ｂは、例えば、無線ルータ、ＨＮＢ、ＨｅＮＢ、ＡＰであり、職
場、家庭、車両、学校などの局所的エリアにおける無線接続を容易にするための任意の適
切なＲＡＴを使用する。１つの実施形態では、基地局１１４ｂおよびＷＴＲＵ１０２ｃ、
１０２ｄは、ＩＥＥＥ８０２．１１などの無線技術を実装して、無線ローカルエリアネッ
トワーク（ＷＬＡＮ）を確立する。別の実施形態では、基地局１１４ｂおよびＷＴＲＵ１
０２ｃ、１０２ｄは、ＩＥＥＥ８０２．１５などの無線技術を実装して、無線パーソナル
エリアネットワーク（ＷＰＡＮ）を確立する。さらに別の実施形態では、基地局１１４ｂ
およびＷＴＲＵ１０２ｃ、１０２ｄは、セルラベースのＲＡＴ（例えば、ＷＣＤＭＡ、Ｃ
ＤＭＡ２０００、ＧＳＭ、ＬＴＥ、ＬＴＥ－Ａなど）を使用してピコセルまたはフェムト
セルを確立する。図１Ａに示すように、基地局１１４ｂは、インターネット１１０への直
接接続を有する。したがって基地局１１４ｂは、コアネットワーク１０６を介してインタ
ーネット１１０にアクセスする必要がない。
【００１５】
　ＲＡＮ１０４は、コアネットワーク１０６と通信しており、コアネットワーク１０６は
、音声、データ、アプリケーション、および／またはボイスオーバインターネットプロト
コル（ＶｏＩＰ）サービスをＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃ、１０２ｄの１つま
たは複数に提供するように構成された任意のタイプのネットワークである。例えば、コア
ネットワーク１０６は、呼制御、課金サービス、移動体位置情報に基づくサービス、プリ
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ペイド通話、インターネット接続、ビデオ配信などを提供する、および／または、ユーザ
認証など高レベルセキュリティ機能を行う。図１Ａには示していないが、ＲＡＮ１０４お
よび／またはコアネットワーク１０６は、ＲＡＮ１０４と同じＲＡＴを使用する、または
異なるＲＡＴを使用する他のＲＡＮと、直接通信または間接通信していることは理解され
るであろう。例えば、Ｅ－ＵＴＲＡ無線技術を使用しているＲＡＮ１０４に接続されてい
ることに加えて、コアネットワーク１０６は、ＧＳＭ無線技術を使用している別のＲＡＮ
（図示しない）とも通信している。
【００１６】
　またコアネットワーク１０６は、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃ、１０２ｄが
ＰＳＴＮ１０８、インターネット１１０、および／または他のネットワーク１１２にアク
セスするためのゲートウェイとして機能する。ＰＳＴＮ１０８は、旧来の電話サービス（
ＰＯＴＳ）を提供する回線交換電話網を含む。インターネット１１０は、ＴＣＰ／ＩＰス
イート中の伝送制御プロトコル（ＴＣＰ）、ユーザデータグラムプロトコル（ＵＤＰ）、
インターネットプロトコル（ＩＰ）などの、共通の通信プロトコルを使用する、相互接続
したコンピュータネットワークおよびデバイスのグローバルシステムを含む。ネットワー
ク１１２は、他のサービスプロバイダによって所有および／または提供される有線通信網
または無線通信網を含む。例えばネットワーク１１２は、ＲＡＮ１０４と同じＲＡＴまた
は異なるＲＡＴを使用する、１つまたは複数のＲＡＮに接続された別のコアネットワーク
を含む。
【００１７】
　通信システム１００のＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃ、１０２ｄの一部または
全部は、マルチモード機能を含む、すなわち、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃ、
１０２ｄは、様々な無線リンク上で様々な無線網と通信する複数のトランシーバを含む。
例えば図１Ａに示すＷＴＲＵ１０２ｃは、セルラベースの無線技術を使用する基地局１１
４ａと通信し、およびＩＥＥＥ８０２無線技術を使用する基地局１１４ｂと通信するよう
に構成される。
【００１８】
　図１Ｂは、図１Ａに示される通信システム１００内で使用される例示的ＷＴＲＵ１０２
を示す。図１Ｂに示すように、ＷＴＲＵ１０２は、プロセッサ１１８、トランシーバ１２
０、送信／受信要素（例えば、アンテナ）１２２、スピーカ／マイク１２４、キーパッド
１２６、ディスプレイ／タッチパッド１２８、非取外し式メモリ１３０、取外し式メモリ
１３２、電源１３４、全地球測位システム（ＧＰＳ）チップセット１３６、および周辺機
器１３８を含む。ＷＴＲＵ１０２は、前述の要素の任意の部分的組合せを含み、依然とし
て実施形態と一致することは理解されるであろう。
【００１９】
　プロセッサ１１８は、汎用プロセッサ、専用プロセッサ、従来のプロセッサ、デジタル
信号プロセッサ（ＤＳＰ）、マイクロプロセッサ、ＤＳＰコアと関連する１つまたは複数
のマイクロプロセッサ、コントローラ、マイクロコントローラ、特定用途向け集積回路（
ＡＳＩＣ）、フィールドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）回路、集積回路（ＩＣ
）、状態機械などである。プロセッサ１１８は、信号符号化、データ処理、電力制御、入
力／出力処理、および／またはＷＴＲＵ１０２が無線環境で動作できるようにするその他
の機能を行う。プロセッサ１１８は、トランシーバ１２０に結合され、トランシーバ１２
０は、送信／受信要素１２２に結合される。図１Ｂはプロセッサ１１８およびトランシー
バ１２０を別々の構成要素として示しているが、プロセッサ１１８およびトランシーバ１
２０は、電子部品パッケージまたはチップに一体化される。
【００２０】
　送信／受信要素１２２は、エアインタフェース１１６上で基地局（例えば、基地局１１
４ａ）へ信号を送信する、または基地局から信号を受信するように構成される。例えば、
１つの実施形態では、送信／受信要素１２２は、ＲＦ信号を送信するおよび／または受信
するように構成されたアンテナである。別の実施形態では、送信／受信要素１２２は、例
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えば、ＩＲ信号、ＵＶ信号、または可視光線信号を送信するおよび／または受信するよう
に構成されたエミッタ／検出器である。さらに別の実施形態では、送信／受信要素１２２
は、ＲＦ信号と光信号の両方を送受信するように構成される。送信／受信要素１２２は、
無線信号の任意の組合せを送信および／または受信するように構成される。
【００２１】
　さらに、送信／受信要素１２２は、図１Ｂでは単一要素として示されているが、ＷＴＲ
Ｕ１０２はいかなる数の送信／受信要素１２２も含む。さらに詳細には、ＷＴＲＵ１０２
はＭＩＭＯ技術を使用する。したがって、１つの実施形態では、ＷＴＲＵ１０２は、エア
インタフェース１１６上で無線信号を送信および受信するための２つ以上の送信／受信要
素１２２（例えば、複数のアンテナ）を含む。
【００２２】
　トランシーバ１２０は、送信／受信要素１２２によって送信されることになる信号を変
調し、送信／受信要素１２２によって受信される信号を復調するように構成される。上記
のように、ＷＴＲＵ１０２は、複数のモードの機能を有する。したがって、トランシーバ
１２０は、ＷＴＲＵ１０２が例えばＵＴＲＡおよびＩＥＥＥ８０２．１１など、複数のＲ
ＡＴを介して通信できるようにするための複数のトランシーバを含む。
【００２３】
　ＷＴＲＵ１０２のプロセッサ１１８は、スピーカ／マイク１２４、キーパッド１２６、
および／またはディスプレイ／タッチパッド１２８（例えば、液晶ディスプレイ（ＬＣＤ
）ディスプレイユニットもしくは有機発光ダイオード（ＯＬＥＤ）ディスプレイユニット
）に結合され、これらからユーザ入力データを受信する。またプロセッサ１１８は、スピ
ーカ／マイク１２４、キーパッド１２６、および／またはディスプレイ／タッチパッド１
２８にユーザデータを出力する。さらにプロセッサ１１８は、非取外し式メモリ１３０お
よび／または取外し式メモリ１３２など、任意のタイプの適切なメモリからの情報にアク
セスする、ならびに任意のタイプの適切なメモリにデータを格納する。非取外し式メモリ
１３０は、ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）、リードオンリメモリ（ＲＯＭ）、ハード
ディスク、または何らかの他のタイプのメモリ記憶装置を含む。取外し式メモリ１３２は
、加入者識別情報モジュール（ＳＩＭ）カード、メモリスティック、セキュアデジタル（
ＳＤ）メモリカードなどを含む。他の実施形態では、プロセッサ１１８は、サーバまたは
家庭用コンピュータ（図示せず）上など、ＷＴＲＵ１０２に物理的に設置されていないメ
モリからの情報にアクセスする、およびメモリにデータを格納する。
【００２４】
　プロセッサ１１８は、電源１３４から電力を受け取り、ＷＴＲＵ１０２内部の他の構成
要素へ電力を分配および／または制御するように構成される。電源１３４は、ＷＴＲＵ１
０２に電力を供給するための任意の適切なデバイスである。例えば、電源１３４は、１つ
または複数の乾電池（例えば、ニッケルカドミウム（ＮｉＣｄ）、ニッケル亜鉛（ＮｉＺ
ｎ）、ニッケル水素（ＮｉＭＨ）、リチウムイオン（Ｌｉ－ｉｏｎ）など）、太陽電池、
燃料電池などを含む。
【００２５】
　プロセッサ１１８はまた、ＷＴＲＵ１０２の現在の位置に関する位置情報（例えば、経
度および緯度）を提供するように構成されるＧＰＳチップセット１３６に結合される。Ｇ
ＰＳチップセット１３６からの情報に加えて、またはこれに代えて、ＷＴＲＵ１０２は、
基地局（例えば基地局１１４ａ、１１４ｂ）からエアインタフェース１１６上で位置情報
を受信する、および／または２つ以上の近傍基地局から受信中の信号のタイミングに基づ
いてその位置を決定する。ＷＴＲＵ１０２は、任意の適切な位置決定方法によって位置情
報を取得しても、依然として実施形態と一致する。
【００２６】
　プロセッサ１１８は、他の周辺機器１３８にさらに結合され、他の周辺機器１３８は、
さらなる特徴、機能、および／または有線接続もしくは無線接続を提供する１つまたは複
数のソフトウェアモジュールおよび／またはハードウェアモジュールを含む。例えば、周
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辺機器１３８は、加速度計、ｅコンパス（ｅ－ｃｏｍｐａｓｓ）、衛星トランシーバ、デ
ジタルカメラ（写真用またはビデオ用）、ユニバーサルシリアルバス（ＵＳＢ）ポート、
振動デバイス、テレビジョントランシーバ、ハンズフリーヘッドセット、Ｂｌｕｅｔｏｏ
ｔｈ（登録商標）モジュール、周波数変調（ＦＭ）無線ユニット、デジタル音楽プレーヤ
、メディアプレーヤ、ビデオゲームプレーヤモジュール、インターネットブラウザなどを
含む。
【００２７】
　図１Ｃは、図１Ａに示される通信システム１００内で使用される例示的ＲＡＮ１０４お
よび例示的コアネットワーク１０６を示す。上記のように、ＲＡＮ１０４は、Ｅ－ＵＴＲ
Ａ無線技術を使用して、エアインタフェース１１６上でＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１
０２ｃと通信する。ＲＡＮ１０４はまた、コアネットワーク１０６と通信している。
【００２８】
　ＲＡＮ１０４は、ｅＮＢ１４０ａ、１４０ｂ、１４０ｃを含むが、ＲＡＮ１０４は、任
意の数のｅＮＢを含み、依然として一実施形態と一致することは理解されるであろう。ｅ
ＮＢ１４０ａ、１４０ｂ、１４０ｃは、エアインタフェース１１６上でＷＴＲＵ１０２ａ
、１０２ｂ、１０２ｃと通信するための１つまたは複数のトランシーバをそれぞれ含む。
１つの実施形態では、ｅＮＢ１４０ａ、１４０ｂ、１４０ｃは、ＭＩＭＯ技術を実装する
。したがって、例えばｅＮＢ１４０ａは、複数のアンテナを使用してＷＴＲＵ１０２ａに
無線信号を送信する、およびＷＴＲＵ１０２ａから無線信号を受信する。
【００２９】
　ｅＮＢ１４０ａ、１４０ｂ、１４０ｃのそれぞれは、特定のセル（図示せず）と関連付
けられ、無線リソース管理の決定、ハンドオーバの決定、アップリンクおよび／またはダ
ウンリンクにおけるユーザのスケジューリングなどを処理するように構成される。図１Ｃ
に示すように、ｅＮＢ１４０ａ、１４０ｂ、１４０ｃは、Ｘ２インタフェース上で互いと
通信する。
【００３０】
　図１Ｃに示すコアネットワーク１０６は、モビリティ管理エンティティ（ＭＭＥ）１４
２、サービングゲートウェイ１４４、およびパケットデータ網（ＰＤＮ）ゲートウェイ１
４６を含む。前述の要素のそれぞれはコアネットワーク１０６の一部として示されるが、
これらの要素のいずれか１つがコアネットワークオペレータ以外のエンティティによって
所有される、および／または運営されることは理解されるであろう。
【００３１】
　ＭＭＥ１４２は、Ｓ１インタフェースを介してＲＡＮ１０４中のｅＮＢ１４０ａ、１４
０ｂ、１４０ｃのそれぞれに接続され、制御ノードとして働く。例えば、ＭＭＥ１４２は
、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃのユーザを認証すること、ベアラのアクティブ
化／非アクティブ化、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃの最初のアタッチ中に特定
のサービングゲートウェイを選択することなどを担う。ＭＭＥ１４２はまた、ＲＡＮ１０
４と、ＧＳＭまたはＷＣＤＭＡなど他の無線技術を使用する他のＲＡＮ（図示せず）との
間で切り替えるための制御プレーン機能を提供する。
【００３２】
　サービングゲートウェイ１４４は、Ｓ１インタフェースを介してＲＡＮ１０４中のｅＮ
Ｂ１４０ａ、１４０ｂ、１４０ｃのそれぞれに接続される。サービングゲートウェイ１４
４は、一般に、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃへの／ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２
ｂ、１０２ｃからのユーザデータパケットをルーティングし、転送する。サービングゲー
トウェイ１４４はまた、ｅＮＢ間のハンドオーバの間、ユーザプレーンを固定すること（
ａｎｃｈｏｒｉｎｇ）、ダウンリンクデータがＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃに
利用できるときページングをトリガすること、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃの
コンテキストを管理し、および格納することなどの、他の機能も行う。
【００３３】
　サービングゲートウェイ１４４はまた、ＰＤＮゲートウェイ１４６に接続され、ＰＤＮ
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ゲートウェイ１４６がＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃに、インターネット１１０
などのパケット交換網へのアクセスを提供して、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃ
とＩＰ対応デバイスとの間の通信を容易にする。
【００３４】
　コアネットワーク１０６は、他のネットワークとの通信を容易にする。例えばコアネッ
トワーク１０６は、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃに、ＰＳＴＮ１０８などの回
線交換網へのアクセスを提供し、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃと伝統的な固定
通信デバイスとの間の通信を容易にする。例えば、コアネットワーク１０６は、コアネッ
トワーク１０６とＰＳＴＮ１０８との間のインタフェースとして働くＩＰゲートウェイ（
例えば、ＩＰマルチメディアサブシステム（ＩＭＳ）サーバ）を含む、またはＩＰゲート
ウェイと通信する。さらにコアネットワーク１０６は、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１
０２ｃにネットワーク１１２へのアクセスを提供することができ、ネットワーク１１２は
、他のサービスプロバイダによって所有されるおよび／または運営される他の有線網また
は無線網を含む。
【００３５】
　アップリンクサブフレームで送信される物理アップリンク共有チャネル（ＰＵＳＣＨ）
に対応するＡＣＫ信号またはＮＡＣＫ信号を送信するために、ＰＨＩＣＨが使用される。
ＰＨＩＣＨは、システム帯域幅およびダウンリンク制御チャネル内の直交周波数分割多重
（ＯＦＤＭ）シンボル全体にわたって分散される方法で送信される。ＯＦＤＭシンボルの
数は、ＰＨＩＣＨ持続時間として定義され、上位レイヤのシグナリングを介して構成可能
である。物理制御フォーマットインジケータチャネル（ＰＣＦＩＣＨ）とは異なり、ＰＨ
ＩＣＨリソース位置は、ＰＨＩＣＨ持続時間に従って変化する。
【００３６】
　図２は、物理セル識別子（ＰＣＩ）に従ったＰＣＦＩＣＨおよびＰＨＩＣＨのリソース
要素グループ（ＲＥＧ）の割当てを示す（例えば、４０リソースブロック（ＲＢ））。
【００３７】
　図２に示すように、セルでは複数のＰＨＩＣＨグループが定義される。ＰＨＩＣＨグル
ープは、直交系列を有する複数のＰＨＩＣＨを含む。ＷＴＲＵのＰＨＩＣＨは、例えば、
最も低い物理リソースブロック（ＰＲＢ）インデックス
【００３８】
【数１】

【００３９】
、および復調参照信号（ＤＭ－ＲＳ）巡回シフト（ｎＤＭＲＳ）によって、アップリンク
グラント中のリソース情報で動的に定義される。ここでＰＲＢＲＡは、ＰＵＳＣＨ送信に
許可されたＰＲＢを示す。したがって、２つのインデックスペア（ＰＨＩＣＨグループイ
ンデックス：
【００４０】

【数２】

【００４１】
、ＰＨＩＣＨ系列インデックス：
【００４２】
【数３】

【００４３】
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）は、特定のＷＴＲＵ用のＰＨＩＣＨリソースを示す。ＰＨＩＣＨインデックスペア
【００４４】
【数４】

【００４５】
では、各インデックスは、次のように定義される：
【００４６】

【数５】

【００４７】
ここで
【００４８】

【数６】

【００４９】
は、次の定義でシステムにおいて利用できるＰＨＩＣＨグループの数を示す：
【００５０】

【数７】

【００５１】
ここでＮｇは、物理ブロードキャストチャネル（ＰＢＣＨ）を介して送信される２ビット
の情報であり、この情報は、
【００５２】

【数８】

【００５３】
のうちである。拡散率に従った直交系列が、図３に示される。
【００５４】
　ＰＤＣＣＨのいくつかの潜在的な向上が、発展型ＰＤＣＣＨ（Ｅ－ＰＤＣＣＨ）などの
ＬＴＥに導入される。これらの向上に基づいて、Ｅ－ＰＤＣＣＨは、サブフレームの第１
のシンボル（すなわち、シンボル＃０）から開始する。これはサブフレーム中にＰＤＣＣ
Ｈおよび／またはＰＨＩＣＨ送信に専有された制御領域がないことを意味する。さらに、
ＬＴＥアドバンスト（ＬＴＥ－Ａ）には、セル固有の参照信号（ＣＲＳ）中心の設計から
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無線送信／受信ユニット（ＷＴＲＵ）固有の参照信号に基づく送信へ移行する、一般的な
傾向がある。これは、ＬＴＥ－Ａの将来の配備ではＰＨＩＣＨ構造がサポートされないこ
とを意味する。
【００５５】
　ＰＨＩＣＨは、非適応同期ＨＡＲＱ動作中のアップリンクデータ再送信をサポートする
。同期アップリンクＨＡＲＱプロトコルの機能を拡張するには、ダウンリンクにおけるＨ
ＡＲＱのＡＣＫ／ＮＡＣＫ送信用のＰＨＩＣＨに代わるものとして新しいメカニズムが必
要とされる。ＨＡＲＱ動作のこのモードは、ＷＴＲＵがアップリンクグラントのない場合
にＰＨＩＣＨに依存してＡＣＫを受信する半永続スケジューリング（ＳＰＳ）に関連する
。
【００５６】
　新しい物理チャネルである拡張されたＰＨＩＣＨ（Ｅ－ＰＨＩＣＨ）は、アップリンク
共有チャネル（ＵＬ－ＳＣＨ）の送信に応答してＨＡＲＱのＡＣＫ／ＮＡＣＫを送信する
ように構成される。ＷＴＲＵは、レガシーＬＴＥの物理ダウンリンク共有チャネル（ＰＤ
ＳＣＨ）領域で送信されるＥ－ＰＨＩＣＨチャネルでＡＣＫを受信する。
【００５７】
　Ｅ－ＰＨＩＣＨのリンク適応を実現するために繰り返し符号化が使用される。繰り返し
係数は、あらかじめ定義された数である。この場合、繰り返し係数は、より大きいセル領
域がカバーされる必要があるので拡張された巡回プレフィックス（ＣＰ）はより大きい繰
り返し係数を有する巡回プレフィックス（ＣＰ）長、または時間分割複信（ＴＤＤ）が周
波数分割複信（ＦＤＤ）よりも大きい繰り返し係数を有する複信モードを含む、システム
パラメータによって異なる。
【００５８】
　繰り返し係数はセル固有であり、ブロードキャストチャネル（例えば、マスター情報ブ
ロック（ＭＩＢ）、システム情報ブロック（ＳＩＢ））によって構成される。繰り返し係
数は、Ｅ－ＰＨＩＣＨが対象とするＷＴＲＵのチャネル状態によって決まる。セル端のＷ
ＴＲＵに対して耐性のあるＥ－ＰＨＩＣＨ設計を得るには、繰り返し係数が増やされる。
【００５９】
　繰り返し係数に従って複数のＡＣＫ／ＮＡＣＫ情報ビットを送信するために、Ｅ－ＰＨ
ＩＣＨが使用される。例えば、繰り返し係数３が使用される場合、Ｅ－ＰＨＩＣＨあたり
１つのＡＣＫ／ＮＡＣＫ情報ビットが送信される。図４は、レガシーＰＨＩＣＨと同じで
ある、繰り返し係数３の場合のＨＡＲＱインジケータ（ＨＩ）符号語の例を示し、ここで
ＨＩ＝１が肯定ＡＣＫであり、およびＨＩ＝０がＮＡＣＫである。別の例として、繰り返
し係数４が使用される場合、図５に示すようにＥ－ＰＨＩＣＨあたり２つのＡＣＫ／ＮＡ
ＣＫ情報ビットが送信される。
【００６０】
　Ｅ－ＰＨＩＣＨあたり２つのＡＣＫ／ＮＡＣＫ情報ビットが送信されるが、単一ＷＴＲ
Ｕに１つのＥ－ＰＨＩＣＨが割り当てられる。したがって、ＷＴＲＵが１つのＡＣＫ／Ｎ
ＡＣＫ情報ビットのみを予想する場合、ＨＩのサブセットがＷＴＲＵに使用される。例え
ば、｛ＨＩ＝０およびＨＩ＝３｝が使用され、したがってＷＴＲＵは、ＨＩ符号語はＨＩ
＝０かＨＩ＝３であると想定する。
【００６１】
　全体的なＥ－ＰＨＩＣＨ信号構成方式の１つの例が図６に示される。図６に示すように
、第１の段階で、肯定ＡＣＫが２値の「１」として、ＮＡＣＫが２値の「０」として符号
化される。次に、ＨＡＲＱのＡＣＫ／ＮＡＣＫビットは繰り返され、その後二位相偏移変
調（ＢＰＳＫ）または四位相偏移変調（ＱＰＳＫ）変調が続き、結果として単一のＨＡＲ
ＱのＡＣＫ／ＮＡＣＫ変調シンボルが得られる。複数のＷＴＲＵからの変調シンボルは、
Ｗａｌｓｈ符号または離散フーリエ変換（ＤＦＴ）符号（例えば、長さ４のＷａｌｓｈ符
号）のような直交符号を用いて多重化されて、Ｅ－ＰＨＩＣＨグループを形成する符号で
ある。結合された信号は、一意のセル固有の（すなわち、セルＩＤ）スクランブリング系
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列、サブフレーム固有のスクランブリング系列、および／またはリソースブロック（ＲＢ
）固有のスクランブリング系列を用いてスクランブルされて、セル間干渉をランダム化し
、その後リソースマッピング動作およびプリコーディング動作が続く。
【００６２】
　代替的Ｅ－ＰＨＩＣＨ信号構成方式が、図７に示される。巡回冗長検査（ＣＲＣ）が、
複数のユーザに対するＡＣＫ／ＮＡＣＫ情報ビットのペイロード全体に付加される。この
とき、ビットは、テイルバイティング畳み込み符号もしくはターボ符号、およびＥ－ＰＨ
ＩＣＨ送信に割り当てられたリソースの量に適合するように整合されたレートで符号化さ
れたチャネルである。ビットの系列は、セル固有のスクランブリング系列、サブフレーム
固有のスクランブリング系列、および／またはＲＢ固有のスクランブリング系列によって
スクランブルされて、セル間干渉をランダム化し、その後変調、プリコーディング、およ
びＲＥへのマッピングが続く。
【００６３】
　Ｅ－ＰＨＩＣＨ領域は、いくつかの局所化されたＲＢまたは分散されたＲＢを含む。分
散されたＲＢを使用して、より優れたカバレッジのために周波数ダイバーシティを活用す
る。図８Ａおよび８Ｂには、Ｅ－ＰＨＩＣＨのためのリソースブロックマッピングの２つ
の非限定的な例が示される。
【００６４】
　リソース割当てについては、ＷＴＲＵは、局所化された割当てまたは分散された割当て
に従って、Ｅ－ＰＨＩＣＨ領域を決定する。局所化された割当てについては、図８Ａに示
されるように、局所化されたＥ－ＰＨＩＣＨリソース割当ての場合の開始ＲＢ位置および
Ｅ－ＰＨＩＣＨ送信に割り当てられるＲＢの数が示される。分散された割当てについては
、図８Ｂに示されるように、Ｅ－ＰＨＩＣＨ送信に割り当てられるＲＢまたはリソースブ
ロックグループ（ＲＢＧ）を示すビットマップが信号で伝えられる。
【００６５】
　暗黙的には、Ｅ－ＰＤＣＣＨ構成を通じて、Ｅ－ＰＨＩＣＨを搬送するＲＢは、図９に
示すようにＥ－ＰＤＣＣＨ領域に対するあらかじめ定義されたオフセットを用いて決定さ
れる。この例では、サブフレームに利用できるレガシーＰＤＣＣＨ領域はない。Ｅ－ＰＤ
ＣＣＨ領域は、ブロードキャストチャネル（例えば、ＭＩＢ、ＳＩＢ－ｘ）を介してセル
固有の方法で構成されたＥ－ＰＤＣＣＨの共通サーチスペース（ｃｏｍｍｏｎ　ｓｅａｒ
ｃｈ　ｓｐａｃｅ）、あるいはセル識別情報（セルＩＤ）および／またはサブフレーム番
号に従った固定位置である。
【００６６】
　Ｅ－ＰＤＣＣＨと共有されるとき、Ｅ－ＰＨＩＣＨとＥ－ＰＤＣＣＨの両方が多重化さ
れ、複数のＲＢを含む同じ制御領域で送信される。Ｅ－ＰＨＩＣＨリソースは、Ｅ－ＰＤ
ＣＣＨリソース用に構成されたすべての物理リソースブロック（ＰＲＢ）上で多重化され
る。Ｅ－ＰＨＩＣＨリソースは、Ｅ－ＰＤＣＣＨの共通サーチスペース、またはＥ－ＰＤ
ＣＣＨのＷＴＲＵ固有サーチスペース用に構成されたＰＲＢ上で多重化される。Ｅ－ＰＨ
ＩＣＨリソースは、Ｅ－ＰＤＣＣＨリソース用に構成されたＰＲＢのサブセットで多重化
される。このサブセットは、第１のＰＲＢとしてあらかじめ定義され、Ｅ－ＰＨＩＣＨグ
ループの数と共に、ブロードキャストチャネル（例えば、ＭＩＢ、ＳＩＢ－ｘ）を介して
ＷＴＲＵに示される。
【００６７】
　あるいは、
【００６８】
【数９】

【００６９】
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個の仮想リソースブロック（ＶＲＢ）のセットが、リソース配置タイプ（ｒｅｓｏｕｒｃ
ｅ　ａｌｌｏｃａｔｉｏｎ　ｔｙｐｅ）０、１、または２を使用して、上位レイヤによる
潜在的なＥ－ＰＨＩＣＨ送信用に構成される。リソース配置タイプ２については、ＶＲＢ
からＰＲＢへのマッピングは、上位レイヤによって構成される。構成されたＶＲＢは、連
続的に番号付けされ
【００７０】
【数１０】

【００７１】
、したがって
【００７２】
【数１１】

【００７３】
と番号付けされたＶＲＢは最小ＶＲＢ数ｎＶＲＢ個を有する構成されたＶＲＢを指し、
【００７４】
【数１２】

【００７５】
と番号付けされたＶＲＢは最大ｎＶＲＢ個を有する構成されたＶＲＢを指す。
【００７６】
　Ｅ－ＰＨＩＣＨ用のリソースブロックは、Ｅ－ＰＤＣＣＨリソース用に構成されたリソ
ースブロック内で、暗黙的に示される。例えば、サブフレームでＮｅＰＤＣＣＨ個のＰＲ
ＢペアがＥ－ＰＤＣＣＨ用に割り当てられ、Ｅ－ＰＤＣＣＨのＰＲＢペアのサブセットＮ

ｅＰＨＩＣＨ個が、Ｅ－ＰＨＩＣＨ用に使用される。Ｅ－ＰＨＩＣＨリソース割当て用の
Ｅ－ＰＤＣＣＨのＰＲＢペアのサブセットが選択される。
【００７７】
　Ｅ－ＰＤＣＣＨリソースの中のあらかじめ定義されたＰＲＢペアが使用される。例えば
、最低および最高のインデックスを有するＰＲＢペアが、Ｅ－ＰＨＩＣＨリソースになる
。上位レイヤのシグナリングが使用されて、どのＥ－ＰＤＣＣＨリソースがＥ－ＰＨＩＣ
Ｈ送信に使用されるかを示す。Ｅ－ＰＨＩＣＨ固有のスクランブリング系列が、Ｅ－ＰＨ
ＩＣＨリソースの検出に使用される。
【００７８】
　Ｅ－ＰＤＣＣＨを監視するように構成されたＷＴＲＵが、Ｅ－ＰＤＣＣＨ受信のための
構成情報を受信し、どのＰＲＢペアがＥ－ＰＤＣＣＨ受信用に構成されるかを決定する。
Ｅ－ＰＤＣＣＨ用のＰＲＢペアの中で、ＷＴＲＵはＥ－ＰＤＣＣＨのＰＲＢペアのスクラ
ンブリング系列を決定し、ＷＴＲＵがＥ－ＰＨＩＣＨ固有のスクランブリング系列でスク
ランブル化されたＰＲＢペアを検出するという条件において、ＷＴＲＵは、このＰＲＢペ
アがＥ－ＰＤＣＣＨ送信に使用されず、Ｅ－ＰＨＩＣＨリソースとみなされると想定する
。Ｅ－ＰＨＩＣＨ用に構成されたＰＲＢペアは、Ｅ－ＰＨＩＣＨ送信に使用され、Ｅ－Ｐ
ＤＣＣＨと多重化されない。Ｅ－ＰＨＩＣＨ用に構成されたＰＲＢペアは、Ｅ－ＰＨＩＣ
Ｈ送信とＥ－ＰＤＣＣＨ送信の両方に使用される。ＰＢＲペアのうちの一部のリソースが
、Ｅ－ＰＨＩＣＨリソースとして使用される。
【００７９】
　Ｅ－ＰＤＣＣＨリソースのサブセットが、Ｅ－ＰＨＩＣＨに使用される。Ｅ－ＰＤＣＣ
Ｈリソースは、拡張されたリソース要素グループ（ｅＲＥＧ）および／または拡張された
制御チャネル要素（ｅＣＣＥ）で定義され、ｅＣＣＥは複数のｅＲＥＧをグループ化する
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ことによって形成される。ｅＲＥＧは、１つまたは複数のリソース要素（ＲＥ）を含む。
サブフレームにＮｅＰＤＣＣＨ個のＰＲＢペアが割り当てられると仮定すると、Ｅ－ＰＤ
ＣＣＨリソース（すなわち、ＮｅＰＤＣＣＨ個のＰＲＢペア）はＮｅＣＣＥ個のｅＣＣＥ
に分割される。ＮｅＣＣＥ個のｅＣＣＥのうち、ｅＣＣＥのサブセットがＥ－ＰＨＩＣＨ
リソースとして定義される。Ｅ－ＰＤＣＣＨリソースは、Ｅ－ＰＤＣＣＨ共通サーチスペ
ースを形成する。
【００８０】
　Ｅ－ＰＨＩＣＨに使用されるｅＣＣＥの数は、ブロードキャスト（例えば、ＭＩＢ、Ｓ
ＩＢ－ｘ）、専用シグナリング、または各サブフレームにおける動的インジケーション（
ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎ）を介してＷＴＲＵに示される。Ｅ－ＰＨＩＣＨのｅＣＣＥは、あ
らかじめ定義されたｅＣＣＥ数で構成される。Ｅ－ＰＤＣＣＨを監視するように構成され
たＷＴＲＵは、Ｅ－ＰＨＩＣＨに使用されるｅＣＣＥを非Ｅ－ＰＤＣＣＨリソースとみな
し、したがってＷＴＲＵは、これらのリソースがＥ－ＰＤＣＣＨ受信にレートマッチされ
る（ｒａｔｅ－ｍａｔｃｈｅｄ）と想定する。Ｅ－ＰＨＩＣＨのｅＣＣＥは、上位レイヤ
のシグナリングを介して構成される。Ｅ－ＰＨＩＣＨのｅＣＣＥは、明示的シグナリング
によって各サブフレームに示される。
【００８１】
　あるいは、Ｅ－ＰＤＣＣＨのｅＲＥＧのサブセットが、Ｅ－ＰＨＩＣＨリソースとして
定義される。Ｅ－ＰＤＣＣＨのｅＲＥＧは、Ｅ－ＰＤＣＣＨ共通サーチスペース内に構成
される。例えば、ＮｅＰＤＣＣＨのＰＲＢペアに基づいてＥ－ＰＤＣＣＨリソース内でＮ

ｅＲＥＧが定義される場合、ｅＲＥＧのサブセットがＥ－ＰＨＩＣＨリソースとして定義
され、残りのｅＲＥＧがＥ－ＰＤＣＣＨに使用される。Ｅ－ＰＨＩＣＨに使用されるｅＲ
ＥＧの数は、ブロードキャスト、専用シグナリング、または動的インジケーションを介し
てＷＴＲＵに示される。あるいは、あらかじめ定義されたｅＲＥＧ数がＥ－ＰＨＩＣＨに
使用され、このｅＲＥＧ数は、Ｅ－ＰＤＣＣＨ用に構成されるＰＲＢペアの数に従って定
義される。
【００８２】
　あるいは、複数のＥ－ＰＤＣＣＨリソースセットが定義され、Ｅ－ＰＤＣＣＨリソース
セットあたり１つまたは複数のＰＲＢペアが使用される。Ｅ－ＰＨＩＣＨリソースは、Ｅ
－ＰＤＣＣＨリソースセットの１つに置かれる。複数のＥ－ＰＤＣＣＨリソースセットは
、すべてのＷＴＲＵ固有サーチスペースがプライマリＥ－ＰＤＣＣＨリソースセットに部
分的にまたは完全に置かれ、セカンダリＥ－ＰＤＣＣＨリソースセットがＷＴＲＵ用に構
成される、またはされないように定義される。この場合、Ｅ－ＰＨＩＣＨリソースは、プ
ライマリＥ－ＰＤＣＣＨリソースセット内に定義される。Ｅ－ＰＤＣＣＨリソースセット
は、局所化されたＥ－ＰＤＣＣＨまたは分散されたＥ－ＰＤＣＣＨとして構成され、Ｅ－
ＰＨＩＣＨリソースは、分散されたＥ－ＰＤＣＣＨ用に構成されたＥ－ＰＤＣＣＨリソー
スセット内に定義される。
【００８３】
　ＷＴＲＵは、物理ブロードキャストチャネル（ＰＢＣＨ）で、および／または準静的に
上位レイヤ（例えば、システム情報ブロック（ＳＩＢ））を通じて送信されるシステム情
報の一部としてＥ－ＰＨＩＣＨ構成を受信する。Ｅ－ＰＨＩＣＨ構成は、セルに構成され
たＥ－ＰＨＩＣＨリソースまたはＥ－ＰＨＩＣＨグループの数、変調および符号化方式、
ＷＴＲＵ固有の参照シンボルおよびＥ－ＰＨＩＣＨ情報のプリコーディングに使用される
プリコーダインデックス、Ｅ－ＰＨＩＣＨ送信に割り当てられたアンテナポート（すなわ
ち、復調参照信号（ＤＭ－ＲＳ）アンテナポート）、セル固有参照シンボルを送信してい
るアンテナポートの数、参照シンボル（例えば、セル固有の参照シンボル）のブースト値
、または繰り返し係数（すなわち、Ｅ－ＰＨＩＣＨ送信に使用されるリソース要素グルー
プの数）を示す。
【００８４】
　ＰＢＣＨ上でシステム情報が送信されるとき、もともとＰＨＩＣＨ持続時間を示すよう
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に設計された１つの情報ビット（例えば、ＰＨＩＣＨ送信に使用されるＯＦＤＭシンボル
の数）は、セルに構成されるＰＨＩＣＨグループの数を示すために割り当てられる２つの
ビット（例えば、ダウンリンク帯域幅の一部分としてＰＨＩＣＨ送信のために制御領域に
確保されるリソースの数）とともに、Ｅ－ＰＨＩＣＨ送信の構成パラメータを明示的に信
号で伝えるために使用される。言い換えれば、ＷＴＲＵは、物理チャネル（例えば、ＰＢ
ＣＨ）から構成パラメータに関する部分的な情報を、および上位レイヤのシグナリング（
例えば、ＭＡＣ、ＲＲＣ）を通じてパラメータの残りを受信する。
【００８５】
　Ｅ－ＰＨＩＣＨおよびＥ－ＰＤＣＣＨが多重化されて、複数のＲＢで構成される同じ制
御領域で送信され、ＰＢＣＨで送信される構成情報がＥ－ＰＨＩＣＨリソースに関する正
確な知識を取り出すのに十分ではないとき、ＷＴＲＵは異なるＥ－ＰＨＩＣＨ構成の仮説
の下でＥ－ＰＤＣＣＨをブラインドに処理する。ブラインド処理の結果として、仮説の１
つが真であるときはいつでも、ＷＴＲＵはＥ－ＰＨＩＣＨ送信に使用される正確なリソー
スに関する知識を得ることができる。
【００８６】
　Ｅ－ＰＨＩＣＨおよびＥ－ＰＤＣＣＨが多重化され、複数のＲＢで構成される同じ制御
領域で送信されるとき、ＷＴＲＵは、Ｅ－ＰＤＣＣＨ構成からＥ－ＰＨＩＣＨ用の構成パ
ラメータのいくつかを暗黙的に引き出す。例えば、ＷＴＲＵがＥ－ＰＤＣＣＨ送信に特定
のＤＭ－ＲＳアンテナポートを割り当てたとき、ＷＴＲＵは、同じＤＭ－ＲＳアンテナポ
ートがＥ－ＰＨＩＣＨ送信に使用されたと想定する。同様に、ＷＴＲＵがＥ－ＰＤＣＣＨ
送信に使用されるアグリゲーションレベルに関する知識を有するときはいつでも、ＷＴＲ
Ｕは、Ｅ－ＰＨＩＣＨ送信に使用される繰り返し係数はＥ－ＰＤＣＣＨに使用されるアグ
リゲーションレベルと同じであると想定する。この方法は、Ｅ－ＰＨＩＣＨ構成パラメー
タのいくつかを示すためのさらなるシグナリングの必要をなくす。
【００８７】
　Ｅ－ＰＨＩＣＨのリソースマッピングの１つの例では、各Ｅ－ＰＨＩＣＨグループが、
リソースブロック内の複数のＥ－ＰＨＩＣＨリソース要素グループ（ｐＲＥＧ）にマップ
される。単一のＥ－ＰＨＩＣＨグループの送信に使用されるｐＲＥＧの数は、領域拡張に
使用される繰り返し符号化によって決まる。各ｐＲＥＧは、Ｅ－ＰＨＩＣＨ送信に割り当
てられたリソースブロック内に複数のＲＥ（サブキャリア）を含む。
【００８８】
　ｐＲＥＧは、Ｅ－ＰＤＣＣＨの分散された送信のために定義されたｅＲＥＧと同じであ
る。ｐＲＥＧインデックスは、ＷＴＲＵ固有のアンテナポートにマップされる。アンテナ
ポート番号は、アンテナポートｐ∈｛１０７，１０８，１０９，１１０｝の１つである。
ｐＲＥＧインデックスとＷＴＲＵ固有のアンテナ番号との間のマッピングルールは、あら
かじめ定義される。アンテナポートｐ∈｛１０７，１０８，１０９，１１０｝は、アンテ
ナポートｐ∈｛７，８，９，１０｝と同じ参照信号パターンおよび／または系列を有する
。ｐＲＥＧあたりのＲＥの数は、Ｅ－ＰＨＩＣＨおよび／またはＥ－ＰＤＣＣＨ送信用の
ＰＲＢペアにおける利用できるＲＥの数にかかわらず同じである。例えば、複数のチャネ
ル状態情報参照信号（ＣＳＩ－ＲＳ）およびゼロパワーＣＳＩ－ＲＳが、サブフレーム内
に構成される場合、ＣＳＩ－ＲＳによって占有されるＲＥ、およびゼロパワーＣＳＩ－Ｒ
Ｓが、Ｅ－ＰＨＩＣＨおよび／またはＥ－ＰＤＣＣＨ送信に使用されないと仮定すると、
Ｅ－ＰＨＩＣＨおよび／またはＥ－ＰＤＣＣＨ送信用の利用できるＲＥの数は、ＣＳＩ－
ＲＳを含んでいないサブフレームよりも小さい。ＰＲＢがＥ－ＰＨＩＣＨおよびＥ－ＰＤ
ＣＣＨ送信に共用される場合、Ｅ－ＰＤＣＣＨのｅＲＥＧは、ＰＲＢペアにおけるｐＲＥ
Ｇ用のＲＥを割り当てた後、残りのＲＥ内で定義される。例えば、ＰＲＢペアにおける１
２０ＲＥがＥ－ＰＨＩＣＨおよび／またはＥ－ＰＤＣＣＨ送信に利用でき、２０ＲＥがＥ
－ＰＨＩＣＨに必要とされる場合、５ｐＲＥＧが定義される必要があって、各ｐＲＥＧが
４ＲＥを含むと仮定すると、１００ＲＥがＥ－ＰＤＣＣＨ用に残る。この場合、１００Ｒ
ＥはＮ個のｅＲＥＧに分割され、ここでＮは、｛８，１２，１６，２４，または３６｝の
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１つである。例えば、Ｎは、１６のような定数である。ｐＲＥＧ用のＲＥの数は、固定し
ている（例えば、４ＲＥ）が、ｅＲＥＧ用のＲＥの数は、ＰＲＢペアにおけるＥ－ＰＤＣ
ＣＨ用の利用できるＲＥの数（例えば、サブフレームｎでは６ＲＥ、サブフレームｎ＋１
では８ＲＥ）に従って変化する。
【００８９】
　ｐＲＥＧあたりのＲＥの数は、Ｅ－ＰＨＩＣＨおよび／またはＥ－ＰＤＣＣＨ送信用の
ＰＲＢペアにおける利用できるＲＥの数に従って変化する。この場合、ｐＲＥＧ用のＲＥ
の数は、ＰＲＢペアにおけるｅＲＥＧのそれと同じである。ＰＲＢがＥ－ＰＨＩＣＨおよ
びＥ－ＰＤＣＣＨ送信に共用される場合、ｅＲＥＧのサブセットがｐＲＥＧ定義に使用さ
れる。例えば、ＰＲＢペアにおける１２０ＲＥがＥ－ＰＨＩＣＨおよび／またはＥ－ＰＤ
ＣＣＨ送信に利用でき、５ｐＲＥＧがＰＲＢペアにおいて定義される必要がある場合、１
２０ＲＥはＮ個のＲＥＧに分割され、５ＲＥＧがｐＲＥＧとして使用され、残りはｅＲＥ
Ｇに使用され、ここでＮは、｛８，１２，１６，２４，または３６｝のうちの１つである
。ＲＥＧのサブセットは、あらかじめ定義された方法で選択される。
【００９０】
　Ｅ－ＰＨＩＣＨの性能を保証するために、ＷＴＲＵ固有のＲＥを含むＯＦＤＭシンボル
に位置付けられるＲＥは、ｐＲＥＧに使用され、ＲＥの残りは、Ｅ－ＰＤＣＣＨリソース
に使用される。
【００９１】
　別の例では、ＷＴＲＵは、ｐＲＥＧが、サブキャリアの昇順にカウントして、潜在的な
Ｅ－ＰＨＩＣＨ送信用に構成されたＰＲＢペアにおける１つのＯＦＤＭシンボルでの４つ
の連続して利用できるＲＥで構成されると想定する。ＷＴＲＵはさらに、ＲＥがセル固有
の参照信号の送信に使用される場合、このＲＥはＥ－ＰＨＩＣＨのマッピングに対して利
用できないと想定する。セル固有の参照信号がアンテナポート０でのみ送信されるように
構成される場合、ＷＴＲＵは、アンテナポート１上のセル固有の参照信号の送信用のＲＥ
は、ｐＲＥＧに利用できないと想定する。ゼロパワーまたは非ゼロパワーのチャネル状態
情報参照シンボル（ＣＳＩ－ＲＳ）が、８ポートのＣＳＩ－ＲＳ構成のいずれかのＲＥに
現れる場合、ＷＴＲＵは、８ポートのＣＳＩ－ＲＳ構成に対応する８ＲＥすべてがｐＲＥ
Ｇに利用できないと想定する。
【００９２】
　ＲＥが、ＷＴＲＵ固有の参照信号の送信に使用される場合。ＷＴＲＵは、Ｓ＝｛７，８
，１１，１３｝またはＳ＝｛９，１０，１２，１４｝のとき、ＲＥ（ｋ，ｌ）が、集合Ｓ
中のアンテナポートのいずれかでＷＴＲＵ固有の参照信号の送信に使用されると想定する
。ＷＴＲＵは、Ｓ＝｛７，８，９，１０，１１，１２，１３，１４｝のとき、ＲＥ（ｋ，
ｌ）が、集合Ｓ中のアンテナポートのいずれかでＷＴＲＵ固有の参照信号の送信に使用さ
れると想定する。
【００９３】
　サブフレームで送信される参照シンボルパターンおよびＲＥＧのサイズに従って、ＰＲ
Ｂペア内で利用できるＲＥＧの数が変化する。例えば、図１０に示すように、長さ４を有
するＲＥＧの場合、ＰＲＢペアがＷＴＲＵ固有の参照シンボルを搬送するように構成され
、セル固有の参照シンボルがオフにされるとき、図１１に示すように、ＣＳＩ－ＲＳがな
いサブフレーム内の利用できるＲＥＧの最大数は３８である。したがって、所与のサブフ
レームについては、参照信号を搬送しないＯＦＤＭシンボルについてはＯＦＤＭシンボル
あたり３つのＲＥＧがあるが、参照信号を搬送するＯＦＤＭシンボルにおけるＲＥＧの数
は２に限定される。あるいは、図１０に示すように、ＲＢがセル固有の参照シンボルを搬
送するように構成されるとき、サブフレーム内の利用できるＲＥＧの最大数は、図１１に
示すように、参照シンボルのオーバヘッドが高くなることにより、わずかに低下（３６）
する。
【００９４】
　サブフレームにレガシーＰＤＣＣＨ領域があるとき、Ｅ－ＰＨＩＣＨ送信に利用できる
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ＲＢ内のＲＥＧの数は、ＰＤＣＣＨ領域のサイズに従って変化する。レガシーＰＤＣＣＨ
領域がある場合のＰＲＢペア内のＥ－ＰＨＩＣＨ送信用のＲＥＧの数は、図１１に示され
ている。サブフレーム内の利用できるＲＥＧの総数は、Ｅ－ＰＨＩＣＨおよび／またはＥ
－ＰＤＣＣＨ送信に割り当てられるＲＢの数の関数でもある。後者については、ＲＥＧは
、Ｅ－ＰＨＩＣＨとＥ－ＰＤＣＣＨの両方の送信に共用される。例えば、ＷＴＲＵは、制
御送信用の専用領域からＥ－ＰＨＩＣＨを取り出して復号し、その後、Ｅ－ＰＨＩＣＨに
使用されるＲＥＧをスキップしながら、Ｅ－ＰＤＣＣＨを取り出して復号する。
【００９５】
　符号多重化された系列のＲＥＧへのマッピングについては、系列は、ダイバーシティ利
得を実現するためにインタリーブされる、および／またはセル間干渉をランダム化するた
めに巡回シフトされる。サブフレーム内のＲＥＧの巡回シフトのパターンは、セルＩＤ、
サブフレーム番号、および／またはＲＢインデックスの関数である。図１２は、インター
リービングおよび巡回シフトを用いたＲＥＧマッピングの例を示し、１つのＥ－ＰＨＩＣ
Ｈグループが３つのＲＥＧにマップされる。単一Ｅ－ＰＨＩＣＨグループを搬送している
ＲＥＧは、時間領域と周波数領域の両方にわたって分散されて、時間ダイバーシティ利得
と周波数ダイバーシティ利得の両方を最大にする。
【００９６】
　実施形態
　１．拡張された物理ハイブリッド自動再送要求（ＨＡＲＱ）チャネル（Ｅ－ＰＨＩＣＨ
）用のリソースを割り当てる方法であって、
　Ｅ－ＰＨＩＣＨによって使用するために、拡張された物理ダウンリンク制御チャネル（
Ｅ－ＰＤＣＣＨ）のサブセットを割り当てるステップであって、Ｅ－ＰＤＣＣＨが、拡張
されたリソース要素グループ（ｅＲＥＧ）および拡張された制御チャネル要素（ｅＣＣＥ
）のうちの少なくとも１つによって定義され、各ｅＣＣＥが複数のｅＲＥＧをグループ化
することによって形成され、および各ｅＣＣＥが少なくとも１つのリソース要素（ＲＥ）
を含む、該ステップ
を具えた方法。
【００９７】
　２．Ｅ－ＰＤＣＣＨ物理リソースブロック（ＰＲＢ）のペアを、Ｅ－ＰＨＩＣＨ用のリ
ソースとして選択するステップ
をさらに具えた実施形態１記載の方法。
【００９８】
　３．ｅＣＣＥの数のインジケーション（ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎ）を無線送信／受信ユニ
ット（ＷＴＲＵ）にブロードキャストするステップをさらに具えた実施形態１ないし２の
いずれかに記載の方法。
【００９９】
　４．複数のサブフレームのそれぞれにおけるｅＣＣＥの数を示すステップをさらに具え
た実施形態１ないし２のいずれかに記載の方法。
【０１００】
　５．上位レイヤのシグナリングを介してｅＣＣＥを構成するステップをさらに具えた実
施形態１ないし４のいずれか１つに記載の方法。
【０１０１】
　６．繰り返し係数に従ってＥ－ＰＨＩＣＨを介してＨＡＲＱ肯定応答（ＡＣＫ）／否定
応答（ＮＡＣＫ）の情報ビットを送信するステップをさらに具えた実施形態１ないし５の
いずれか１つに記載の方法。
【０１０２】
　７．Ｅ－ＰＨＩＣＨあたり２つのＡＣＫ／ＮＡＣＫ情報ビットが送信される実施形態６
記載の方法。
【０１０３】
　８．Ｅ－ＰＨＩＣＨは、局所化されたリソースブロック（ＲＢ）又は分散されたリソー
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スブロック（ＲＢ）を含む実施形態１ないし７のいずれか１つに記載の方法。
【０１０４】
　９．無線送信／受信ユニットがＥ－ＰＨＩＣＨ領域を決定するステップ
をさらに具えた実施形態８記載の方法。
【０１０５】
　１０．Ｅ－ＰＨＩＣＨが局所化されたＲＢを含むとき、開始リソースブロック（ＲＢ）
位置およびＥ－ＰＨＩＣＨ送信に割り当てられるＲＢの数が示される実施形態９記載の方
法。
【０１０６】
　１１．Ｅ－ＰＨＩＣＨが分散されたＲＢを含むとき、リソースブロックグループ（ＲＢ
Ｇ）のリソースブロック（ＲＢ）を示すビットマップが示される、実施形態９記載の方法
。
【０１０７】
　１２．拡張された物理ハイブリッド自動再送要求（ＨＡＲＱ）チャネル（Ｅ－ＰＨＩＣ
Ｈ）用のリソースを割り当てる方法であって、
　拡張されたリソース要素グループ（ｅＲＥＧ）のサブセットをＥ－ＰＨＩＣＨリソース
として割り当てるステップであって、各ｅＣＣＥが複数のｅＲＥＧをグループ化すること
によって形成され、各ｅＲＥＧが少なくとも１つのリソース要素（ＲＥ）を含む、該ステ
ップ
を具えた方法。
【０１０８】
　１３．拡張された物理ダウンリンク制御チャネル（Ｅ－ＰＤＣＣＨ）のために残りのｅ
ＲＥＧを使用するステップ
をさらに具えた実施形態１２記載の方法。
【０１０９】
　１４．ｅＣＣＥの数の表示を無線送信／受信ユニット（ＷＴＲＵ）にブロードキャスト
するステップ
をさらに具えた実施形態１２ないし１３のいずれかに記載の方法。
【０１１０】
　１５．複数のサブフレームのそれぞれにおけるｅＣＣＥの数を示すステップ
をさらに具えた実施形態１２ないし１３のいずれかに記載の方法。
【０１１１】
　１６．上位レイヤのシグナリングを介してｅＣＣＥを構成するステップ
をさらに具えた実施形態１２ないし１５のいずれか１つに記載の方法。
【０１１２】
　１７．拡張された物理ハイブリッド自動再送要求（ＨＡＲＱ）チャネル（Ｅ－ＰＨＩＣ
Ｈ）を受信するように構成された受信機であって、拡張された物理ダウンリンク制御チャ
ネル（Ｅ－ＰＤＣＣＨ）のサブセットがＥ－ＰＨＩＣＨによって使用するために割り当て
られ、Ｅ－ＰＤＣＣＨが拡張されたリソース要素グループ（ｅＲＥＧ）および拡張された
制御チャネル要素（ｅＣＣＥ）の少なくとも１つによって定義され、各ｅＣＣＥは複数の
ｅＲＥＧをグループ化することによって形成され、各ｅＲＥＧが少なくとも１つのリソー
ス要素（ＲＥ）を含む、該受信機
を具えた無線送信／受信ユニット（ＷＴＲＵ）。
【０１１３】
　１８．受信機は、ｅＣＣＥの数を示すブロードキャストを受信するようにさらに構成さ
れた実施形態１７記載のＷＴＲＵ。
【０１１４】
　１９．Ｅ－ＰＨＩＣＨは、局所化されたリソースブロック（ＲＢ）又は分散されたリソ
ースブロック（ＲＢ）を含む実施形態１７記載のＷＴＲＵ。
【０１１５】
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　２０．Ｅ－ＰＨＩＣＨ領域を決定するように構成されたプロセッサをさらに具えた実施
形態１７記載のＷＴＲＵ。
【０１１６】
　特徴および要素を特定の組合せで上述しているが、各特徴または要素は、単独で、また
は他の特徴および要素のいずれかと組み合わせて使用されることを当業者は理解するであ
ろう。さらに、本明細書に記載された実施形態は、コンピュータまたはプロセッサで実行
するためにコンピュータ可読媒体に組み込まれたコンピュータプログラム、ソフトウェア
、またはファームウェアで実行される。コンピュータ可読媒体の例は、（有線接続または
無線接続上で送信される）電子信号、およびコンピュータ可読記憶媒体を含む。コンピュ
ータ可読記憶媒体の例は、読み出し専用メモリ（ＲＯＭ）、ランダムアクセスメモリ（Ｒ
ＡＭ）、レジスタ、キャッシュメモリ、半導体メモリデバイス、磁気媒体（例えば、内蔵
ハードディスクまたはリムーバブルディスク）、光磁気媒体、ならびにコンパクトディス
ク（ＣＤ）またはデジタル多用途ディスク（ＤＶＤ）などの光媒体を含むが、これらに限
定されない。ソフトウェアと関連したプロセッサが使用されて、ＷＴＲＵ、ＵＥ、端末、
基地局、ノードＢ、ｅＮＢ、ＨＮＢ、ＨｅＮＢ、ＡＰ、ＲＮＣ、無線ルータ、または任意
のホストコンピュータで使用するための無線周波数トランシーバを実装する。

【図１Ａ】 【図１Ｂ】
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